
月

切な支援ができる窓口

　

へ繋ぎ、高齢者の心身

１

の健康の保持増進及び

日

地域での安心した生活

概

の維持・ 令和　７年度

施

の優先度
継続を促進す

策

る。
③1 　□ Ａ　　

名

　 □ Ｂ　　　 □

高

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

齢

みしまタニタ健康くら

者

ぶのリーダーライター

保

の設置が令和4年12

健

月までで終了し、令和

・

5年度は健幸マイレー

福

ジが
□ 計画どおり 

祉

  
令和　５年度 6月

基

から1月にかけて行わ

本

れたが、来所者数は大

目

きく減少した。
■ 遅

標

延         

健

の評価
□ 進展なし 

康

    

□ 維持　□

で

 拡大 引き続き事業の

福

周知とＰＲを行い、利

祉

用者の増加に繋げてい

が

きたい。
事業区分 □ 

充

自治事務   □ 法

実

定受託   □ その

し

他
今後の方向性 □ 縮

た

小　■ 改善
（改善措

ま

置等）□ 休止　□ 

ち

終了
計画対象 □ 実施

要

計画査定対象  □ 

施

行政改革対象 
□ 廃

策

止　　　　 

※決算額

の

については、端数処理

目

により、他資料の決算

的

額と差異が生じている

高

場合もあります。

齢者が住み慣れた地域で

No. 事務事業名

、

活動内容 コスト（事業

人

費：千円）

地域包括支

生

援センター運営事業 令

の

和　４年度 令和　５年

最

度 令和　５年度 令和　

期

６年度 令和　４年度 令

ま

和　５年度 令和　５年

で

度 令和　６年度
活動指

自

標名 単位
実績 計画 実績

分

計画 決算 当初予算 決算

ら

当初予算
全体事業概要

し

①
地域包括支援センタ

い

ー設 箇所 5 5 5 5
地域

生

包括ケアの実現に向け

活

て、総合相談支援業務

を

、権 置数
利擁護業務、

送

包括的・継続的ケアマ

る

ネジメント支援業 94

こ

,627 96,202

と

95,087 97,3

が

08
務などを行う地域

で

包括支援センターを設

き

置し、高齢者
②

研修、

る

会議、講座等開催 回 2

社

34 180 258 20

会

0
の保健医療の向上及

を

び福祉の増進を包括的

実

に支援する 回数（包括

現

的・継続的ケ
。 アマネ

す

ジメント） 令和　７年

る

度の優先度

③2 　□ 

こ

Ａ　　　 □ Ｂ　　

と

　 □ Ｃ　　　 □

。

 Ｄ　

市内５つの日常

施

生活圏域に地域包括支

策

援センターを設置し、

の

高齢者の心身の健康の

方

保持及び生活の安定の

向

ために
■ 計画どおり

包

   
令和　５年度 必

括

要な援助を行っている

的

。令和5年度は、新型

支

コロナウイルスの第5

援

類感染症の移行に伴い

の

、関係機関とのネット

推

□ 遅延      

進

   
の評価 ワークの

街

構築（勉強会等）や地

中

域における活動の機会

ほ

が増加した。
□ 進展

っ

なし     

■ 維

と

持　□ 拡大 高齢者が

サ

住み慣れた地域で安心

ロ

した生活ができるよう

ン

、総合相談支援業務、

、

権利擁護業務、包括的

シ

・継続的ケア
事業区分

ル

□ 自治事務   □

バ

 法定受託   □ 

ー

その他
今後の方向性 □

コ

 縮小　□ 改善 マネ

ン

ジメント支援業務を引

シ

き続き実施し、関係機

ェ

関との連携や地域への

ル

活動を行っていく。
（

ジ

改善措置等）□ 休止

ュ

　□ 終了
計画対象 □

、

 実施計画査定対象 

地

 □ 行政改革対象 

域

□ 廃止　　　　 

包括支援センター、市医療介護連携センター等において多機関、多職種と連携して各種相談支援事業、研修、会議を
■ 計画どおり   

令和　５年度 開催した。地域ケア会議推進事業では多職種連携強化、自立支援に向けて課題抽出と解決に向けて検討し、地域で高齢者を支えるネットワーク強化、体制整備を進めた
□ 遅延         

の評価 。各事業とも概ね目標値を達成し、地域包括ケアシステム構築に寄与した。
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 令和6年3月策定の高齢者保健福祉計画等に基づき、各事業を継続し課題解決を行い、包括的支援体制の強化に努める。多分野多機関との連携のもと複雑化・複合化する

今後の方向性 □ 拡大　　　　 高齢者の相談

1

に的確に支援する地域

頁

ネットワークの深化、

令

支援体制強化のための

和

地域包括支援センター

 

増設の準備を進める。

5

また、医療分野と介護

年

分野における多職種

（

度

改善措置等） □ 縮小

　

　　　　 の連携促進

　

と市民への普及啓発の

事

ための事業を継続する

務

。
□ 改善　　　　 

事業評価表（個票） 課名

No. 事務事

健

業名 活動内容 コスト（

康

事業費：千円）

高齢者

推

くらし相談事業 令和　

進

４年度 令和　５年度 令

部

和　５年度 令和　６年

地

度 令和　４年度 令和　

域

５年度 令和　５年度 令

包

和　６年度
活動指標名

括

単位
実績 計画 実績 計画

ケ

決算 当初予算 決算 当初

ア

予算
全体事業概要

①
街

推

中ほっとサロン来所者

進

人 10,706 7,2

課

00 6,344 7,0

作

00
高齢者くらし相談

成

室「街中ほっとサロン

日

」を市中心部 数
の街中

令

に設置し、多くの高齢

和

者が気軽に悩みごとや

　

困 6,541 8,28

６

6 6,676 7,20

年

6
りごとを相談できる

　

場所を提供する。相談

８

室で受けた
②相談は適



月

②的な在宅医療・介護

　

の支援体制の構築を目

１

指す事業を
行う。 令和

日

　７年度の優先度

③3

概

　□ Ａ　　　 □ 

施

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

策

　 □ Ｄ　

地域医療

名

講座や出前講座により

高

人生会議や看取りガイ

齢

ドについて周知を行っ

者

た。令和3年度に作成

保

した入院時の
■ 計画

健

どおり   
令和　５

・

年度 情報提供書につい

福

ての効果測定のため、

祉

アンケート調査を行っ

基

た。多職種間の連携を

本

図る目的で研修会を実

目

施し
□ 遅延    

標

     
の評価 た。

健

看取りケア支援部会を

康

立ち上げ、住民自らが

で

希望する方法で療養が

福

出来るよう看取り場面

祉

における課題や対
□ 

が

進展なし     
応

充

策の検討を行った。
■

実

 維持　□ 拡大 在宅

し

生活に必要な医療機能

た

として４つの場面のう

ま

ち、２場面は専門部会

ち

を立ち上げているため

要

、他の２場面の検
事業

施

区分 □ 自治事務  

策

 □ 法定受託   

の

□ その他
今後の方向

目

性 □ 縮小　□ 改善

的

討をどのようにすすめ

高

ていくかの方向性を決

齢

める。住民自らが希望

者

する方法で療養ができ

が

るよう、看取り場面に

住

（改善措置等）□ 休

み

止　□ 終了 おける課

慣

題や対応策の検討を継

れ

続し、看取りケア人生

た

会議や看取りガイドに

地

ついてさらなる周知を

域

行うとともに
計画対象

で

□ 実施計画査定対象

、

  □ 行政改革対象

人

 
□ 廃止　　　　 

生

、在宅生活を支える専

の

門職の多職種間の連携

最

を図るための研修会を

期

開催する。

※決算額に

ま

ついては、端数処理に

で

より、他資料の決算額

自

と差異が生じている場

分

合もあります。

らしい生活を送ることが

No. 事務事業名 活

で

動内容 コスト（事業費

き

：千円）

地域ケア会議

る

推進事業 令和　４年度

社

令和　５年度 令和　５

会

年度 令和　６年度 令和

を

　４年度 令和　５年度

実

令和　５年度 令和　６

現

年度
活動指標名 単位

実

す

績 計画 実績 計画 決算 当

る

初予算 決算 当初予算
全

こ

体事業概要
①

地域ケア

と

会議の開催回数 回 46

。

40 38 40
高齢者個

施

別支援の充実とそれを

策

支える社会基盤整備を

の

 
進めるため、多職種

方

協働による個別事例の

向

検討等を行 180 38

包

0 239 415
い、地

括

域のネットワーク構築

的

、ケアマネジメント支

支

援
②、地域課題の把握

援

等を推進する地域ケア

の

会議を実施す
る。 令和

推

　７年度の優先度

③4

進

　□ Ａ　　　 □ 

街

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

中

　 □ Ｄ　

地域ケア

ほ

個別会議の開催数は減

っ

少したが支援の状況に

と

応じてケース会議等を

サ

開催した。自立支援サ

ロ

ポート会議で
■ 計画

ン

どおり   
令和　５

、

年度 は、助言者へのア

シ

ンケートや検討事例の

ル

モニタリング調査の結

バ

果を踏まえ、令和５年

ー

度より助言者連絡会を

コ

実施
□ 遅延    

ン

     
の評価 する

シ

とともに検討事例数を

ェ

変更し、より効果的な

ル

会議となるよう進めた

ジ

。
□ 進展なし   

ュ

  

■ 維持　□ 拡

、

大 自立支援・重度化防

地

止等に資する観点のも

域

と、多職種と連携して

包

個別事例の検討を行う

括

地域ケア会議の活用を

支

進
事業区分 □ 自治事

援

務   □ 法定受託

セ

   □ その他
今後

ン

の方向性 □ 縮小　□

タ

 改善 め社会基盤整備

ー

に向け抽出された課題

、

解決に取り組む。助言

市

者へのアンケートや検

医

討事例のモニタリング

療

調査の
（改善措置等）

介

□ 休止　□ 終了 結

護

果を踏まえ、より効果

連

的な会議となるよう、

携

開催方法等を随時検討

セ

していく。
計画対象 □

ン

 実施計画査定対象 

タ

 □ 行政改革対象 

ー

□ 廃止　　　　 

等において多機関、多職種と連携して各種相談支援事業、研修、会議を
■ 計画どおり   

令和　５年度 開催した。地域ケア会議推進事業では多職種連携強化、自立支援に向けて課題抽出と解決に向けて検討し、地域で高齢者を支えるネットワーク強化、体制整備を進めた
□ 遅延         

の評価 。各事業とも概ね目標値を達成し、地域包括ケアシステム構築に寄与した。
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 令和6年3月策定の高齢者保健福祉計画等に基づき、各事業を継続し課題解決を行い、包括的支援体制の強化に努める。多分野多機関との連携のもと複雑化・複合化する

今後の方向性 □ 拡大　　　　 高齢者の相談

2

に的確に支援する地域

頁

ネットワークの深化、

令

支援体制強化のための

和

地域包括支援センター

 

増設の準備を進める。

5

また、医療分野と介護

年

分野における多職種

（

度

改善措置等） □ 縮小

　

　　　　 の連携促進

　

と市民への普及啓発の

事

ための事業を継続する

務

。
□ 改善　　　　 

事業評価表（個票） 課名

No. 事務事

健

業名 活動内容 コスト（

康

事業費：千円）

在宅医

推

療・介護連携推進事業

進

令和　４年度 令和　５

部

年度 令和　５年度 令和

地

　６年度 令和　４年度

域

令和　５年度 令和　５

包

年度 令和　６年度
活動

括

指標名 単位
実績 計画 実

ケ

績 計画 決算 当初予算 決

ア

算 当初予算
全体事業概

推

要
①

在宅医療介護連携

進

推進会 回 9 12 12 1

課

1
医療と介護の両方を

作

必要とする状態の高齢

成

者が住み慣 議、講演会

日

、研修、講座
れた地域

令

で自分らしい暮らしを

和

人生の最期まで続ける

　

等の開催回数 4,17

６

8 4,541 4,31

年

4 4,507
ことがで

　

きるよう、多職種協働

８

による包括的かつ継続


